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第７回定例委員会会議録 

教 育 長 ）  開会宣言 

教 育 長 ）  会議成立の宣言 

教 育 長 ）  会議録署名委員の指名（木村委員） 

教 育 長 ）  それでは、審議に入ります。日程第１、報告第７号「「芦

屋市立幼稚園・保育所のあり方」について」を議題とします。

提案説明を求めます。 

管 理 課 長 ）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

教 育 長 ）  説明が終わりました。質疑はございませんか。 

         今の説明で、朝日ケ丘幼稚園の場合は廃園・統合の流れが見

えてきているわけですが、精道保育所と精道幼稚園の統廃合に

ついて何か述べることはありますか。 

管 理 課 長 ）  精道保育所か精道幼稚園のどちらで建てかえるかにつきま

しては、今、精道保育所の隣地の所有者の方と交渉中であると

聞いております。 

         実際、説明会でも建てかえ場所についての質問があり、早い

時期の説明を求められている状況でございますので、少しでも

早くとは考えておりますが、今のところは検討を進めている形

です。 

木 村 委 員 ）  資料に示されている下のパターンですと３０年１０月に

４歳児の募集停止をしないといけません。事前にそういうこと

にしますよという話を今年の１０月ぐらいからしたほうがいい

という話でしょうか。そういう意味では早く、下のパターンに

なる場合には決めてしまわないといけないということですね。 
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         あと、次回の会議で設置管理条例についての議案審議を行う

というお話ですが、それは、今のところ朝日ケ丘幼稚園だけを

対象にしている形になるのでしょうか。 

管 理 課 長 ）  今のところ挙げさせていただく、確定している部分は朝日

ケ丘幼稚園になります。精道の部分については委員がおっしゃ

るとおり、来年、募集停止をするとなれば、朝日ケ丘幼稚園と

同じアナウンスをする必要がありますので、そのあたりは急ぎ、

決めていく必要があるということになります。 

小 石 委 員 ）  この保育所の関連の土地はどのような状況ですか。 

管 理 課 長 ）  一定、方向としては買える方向でお話は進んでいるとは聞

いておりますが、まだ協議中ですので最終の確定作業等につい

て、ちょっとまだ見えていない部分があると聞いています。 

管 理 部 長 ）  この資料の下のスケジュールは、精道幼稚園で認定こども

園を新設する案ですが、そうすると、駐車場をどうするのかと

いう話があります。 

小 石 委 員 ）  そうですね、土地がもともと狭いですね。 

管 理 部 長 ）  土地が狭いですし、そこを駐車場にといったことは物理的

に難しい。ほぼ今の段階では、やるとすれば精道保育所跡でし

かないだろうと考えております。しかしながら、このような状

況ですので保護者の皆様や市民の皆様には、最終的にこうしま

すというアナウンスまではまだできておりませんので、それは

早急にやっていかないといけないと考えております。 

教 育 長 ）  結局は精道保育所の近隣の土地の入手についてが残ってい

ますので、こういう表現になっているということです。朝日ケ

丘幼稚園に関しては、総合教育会議で方向性を打ち出した部分
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部分について、確定的にできる部分からやっていくということ

です。今日の御報告は説明会での内容で、次回は朝日ケ丘幼稚

園について議論いただくということです。 

     教育委員会としても市民に説明できるようなステップを踏ん

でいかないといけないということで、今日、この会議を持たせ

ていただいたということです。 

木 村 委 員 ）  ２ページで説明会でいろんな御質問があったが、まだ議事

録ができていないということで、質問に対してどう回答したの

かはまだ記載していないということですが、質問のナンバー

３で、「幼稚園での待機児童対策として、空き教室を使い、

３歳児からの幼稚園型認定こども園にすべき」という、この御

質問に対してどういう御回答になっているのでしょうか。 

管 理 課 長 ）  国通知にあるように、早急に幼稚園施設を活用すべきとい

うことで、それに対する回答としましては、今こういうような、

今回あり方をお示しして、このあり方を進めていく中で３歳児

の教育ニーズへの対応や待機児童の解決を図っていく形として

おりまして、既存の施設を活用した緊急的、応急的な対応では

なく、このたび芦屋市としては永続的な対応で考えているとい

うことで回答はさせていただいております。 

やはり活用していく形になりますと、３歳児の受け入れ、も

しくは場合によっては給食設備だとかいろいろな施設整備もご

ざいますし、低年齢児を受け入れすることも、なかなか今の施

設的には相当さわらないと難しいところもございます。 

木 村 委 員 ）  根本的な改善策としては、このスキームで行きますよと、

それでいいと思うのですが、教室があいているのをそのままと
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いうことは何かもったいないと思っています。待機児童の解消

も、今示しているこのスキームが全部完了したら全部吸収でき

るというスキームかもしれませんが、その間どうするのだとい

う問題は私の頭の中にずっとあります。 

      せっかく教室があいているのだから、別に幼稚園型認定こど

も園にすべきというのは，根本的な問題なのでそこまではしな

くとも，何かうまいことをして空き教室を、緊急的な対応とし

て何か使えないかなと思ってはいます。その点についての検討

は、本来は待機児童の問題ですから、市長部局の問題ですが、

教育委員会としても何か提案するなどするといいのかなと思っ

ています。 

管 理 部 長 ）  おっしゃるとおり待機児童対策なので、基本的には市長部

局の所掌になってくるのですが、今、待機児童は今年の３月末

で３５０人ほどです。そのうちゼロ・１・２歳が９割です。幼

稚園が５園残るので、５園のあいているところでゼロ・１・

２歳を収容できるものをつくっても、結局、３歳になるとどこ

に行くのという問題が残るのです。ということは、３歳もやっ

てゼロ・１・２歳もしないといけないということになります。 

      １つはそうすると、幼稚園で３歳保育をやるとなると、例え

ば宮川幼稚園は８つ部屋があるうちの今４部屋を使っています。

４歳二部屋、５歳二部屋。残り４部屋残っているのですが、

３歳保育をやりますよというと、今４歳二部屋使っている子が

１年早くから来るので、この二部屋を使ってしまうことになる。

あと二部屋残って１つを預かり保育の部屋に使うと、もう一部

屋しか残りません。そこで給食施設やゼロ・１・２歳のための
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シャワールームや汚物洗いもつくってということになります。

３歳児保育もセットでゼロ・１・２歳を受けるスペースとなる

と、朝日ケ丘幼稚園や精道幼稚園など本当に単学級しかないと

ころでないと、物理的にできなくなってしまうという問題があ

ります。 

      浜風幼稚園を認定こども園にするときに、この施設をそのま

ま使ってもらってもいいし、建てかえてもらってもいいという

条件では、どの業者も建てかえを選びました。それは幼稚園施

設の、３・４・５歳の施設の中でゼロ・１・２歳まで受けよう

とすると相当程度の改修が必要となります。教室まで配水管を

引っ張るところからのスタートをしなければいけないというこ

ともあり、そういうことを考えると初めから動線まできちんと

考えて、給食室から熱いなべを運ぶために、保育室の子どもの

脇を通らなければいけないような動線ではなくて、きちんとし

た動線から考えた施設を新築したいということです。 

      そういうことから考えても、今回も抜本的なやり方をやって

いくことと、国から通知が来ているのですが、単にそのことを

もって、今の幼稚園のあいているところをさわってやることの

効果が果たしてあるかということも総合的に考えて、今回はこ

の手法で行きますというお答えをしております。 

         もう１つは、国からの通知は２８年４月に出ているのですが、

阪神間で聞いてもどこもその手法はとっておりません。阪神間

ではどこも本市と同じように、幼稚園は閉めて認定こども園に

していくなど、それぞれが待機児童対策に向けて抜本的に見直

していこうという動きをしているので、国から途中でそういう
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通知が来ても、それよりも改めて見直している動きの中で、ど

この市もできておりません。 

我々も２７年４月に子ども・子育て支援事業計画で適正規模

を見直しますと掲げて、市長の施政方針でも２７年に掲げて、

２８年２月からは学教審を立ち上げて、最終的にはこういうこ

とを目指して動いている最中に、国から幼稚園のあいていると

ころを使って待機児童をやりなさいという通知が来ていたので

すが、我々は、そういう意味では抜本的に見直す方向で動いて

いました。これをまずは当面、今は着実に進めていき、３歳児

保育についても、認定こども園が私立が４施設，公立が２施設

合計６施設できます。 

木 村 委 員 ）  抜本的な方法については、私はそれでいいと思うのですが、

例えば宮川幼稚園は残っていきますが空き教室があるという状

況がずっと続くと、廃園の話が出てきかねないと思うので、施

設を有効利用することは常に考えて、国から途中から来たら対

応できないことはあるかもしれませんが、何かうまいやり方が

あるのではないかとか、それはいろいろ研究の余地があると思

います。 

      そういう意味では、存続させていく幼稚園のためにも施設の

有効利用の方法についてのアイデアを、これから絞っていかな

いといけないかなと思います。この大きなスキームについてど

うこう言っているわけではないのですが。 

小 石 委 員 ）  今の話で、実際には施設については、いろいろややこしい

話があるということですと、幼稚園で３歳児保育をしたほうが

簡単ですね。 
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管 理 部 長 ）  そういう話です。 

浅 井 委 員 ）  そこで延長保育をやるなどすれば、ある程度吸収できます

ね。 

管 理 部 長 ）  そうです。幼稚園で３歳児保育をやるということは、幼稚

園ニーズの３歳を受け入れることには、一定の効果はあると思

われますが、現時点ではこの計画に沿って、認定こども園で対

応していくことになります。 

木 村 委 員 ）  待機児童対策は保育ママとか小規模保育とか、物すごく中

途半端なことをやっているわけです。そういう制度論を多くは

語れませんが、そういうことをやるのだったら、幼稚園の空き

教室で保育ママに来てもらってそれをやるとか、そこを小規模

保育施設として貸すとか、何かいろいろほかにやりようがある

のではとすごく思います。何か発想としてそういうところはあ

ると思うのですが。 

教 育 長 ）  今、木村委員がおっしゃったように、今までだと幼稚園は

幼稚園として幼稚園の子どもたちのためにやって、それ以外の

方には使えないという風潮があったのですが、そうではなくて、

やはり何かできないかなという広げたスタンスを持っておくこ

とが大切です。それは市長部局との連携の中で、教育委員会は

拒むのではなくて、何かあればそういうスタンスは持っていま

すよというのを示していかなければいけないでしょうね。 

     今は、幼稚園で何かできないかというと、幼稚園は幼稚園だ

から、それ以外のことは困るとか、最初からシャットアウトと

いう時代ではありませんということをお示ししていかないとい

けません。 
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木 村 委 員 ）  前から言っているように増やしても増やしただけ待機児童

はまた増えていくから、そのときに、一時しのぎかもしれませ

んが、このようにすれば空き教室を使えますよという提案はし

ていかないといけないと思います。こういう場合にはこういう

ふうにしてやっていくというような柔軟な対応と言いますか。 

      もちろん公立幼稚園を守るという視点だけではなくて、あい

ているものをそのままにしておくのは本当に無駄だと思います

ので、何かうまいことやっていけないかなという感じがします。

別に今すぐの問題ではないのですが、柔軟にこれから考えてい

ければなと思っています。 

小 石 委 員 ）  イメージとしては、疑似こども園みたいな感じですね。 

管 理 部 長 ）  そうですね。説明会でのやりとりの中では、できませんか

ということについて、それはすなわち認定こども園ですよとい

う回答をしたと思います。ですので、幼稚園の中でも特に人数

が少ないところを、認定こども園にして、しかも初めからそれ

に基づいた建物を建てて、利便性も考えて、駐車場も整備して

ということを今やろうとしていますという回答をしました。 

         木村委員のおっしゃる、あいているところを使うということ

は、教育委員会としては全く反対することではありません。 

木 村 委 員 ）  待機児童の解消は、ここのところ増えてきているから、何

とかとにかく早く解消していかないといけないはずで、認定こ

ども園がきちんとできるまで待つとなると、２年、３年かかる

わけですからね。 

管 理 部 長 ）  精道幼稚園も暫定的にやるとなると、低年齢児の部屋にシ

ャワールームと汚物洗いと調乳室と、最低それだけはセットし、
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ゼロ・１・２歳のトイレをつくらないといけません。給排水に

ついても各部屋のところまで上げておかないといけないし、そ

ういう工事をやる上に、給食室を整備したら、相当の金額がか

かります。 

教 育 長 ）  今考えているプランを着実に進めて、それは成功させない

といけないと思っています。涼風や浜風のところに来春認定こ

ども園が開園しますので，それによって潮見は変動するでしょ

う。あの町に子どもを何とか増やしていこう、減らさないよう

にしていこうという次の手だてを出していく必要がいると思い

ます。 

小 石 委 員 ）  朝日ケ丘幼稚園の話に戻りますが，岩園幼稚園までの通園

路みたいなものはどうですか、比較的安全なのですか。あの辺

りは結構道が狭いと思いますが。 

管 理 部 長 ）  朝日ケ丘幼稚園から岩園幼稚園に実際、園児が交流しに行

っています。岩園幼稚園から朝日ケ丘幼稚園にも上がっていま

す。そのときにはできるだけ歩車道区分のある市民プール前の

バス通りをずっと通って、おりていくルートを使っているよう

です。 

小 石 委 員 ）  きちんと安全確保はしておかないといけないですね。将来、

みんなが岩園に通うようになったときに、安全な通園路みたい

なものだけは。 

管 理 部 長 ）  そうですね。今は電動自転車がすごいですね。 

教 育 長 ）  近くにあればいいのはわかります。バスが迎えに来てくれ

たら楽なのはわかります。下の子がいて、自転車の前と後ろに

乗せてというかたもいらっしゃいます。雨の日には、家で雨合
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羽を着て、幼稚園に着いたときには最低，軒下があるところで

おろしてあげたいと私はいつも思います。自転車をとめるとこ

ろは整備しないといけないなと思います。 

教 育 長 ）  他に質疑はございませんか。 

         無いようですので、これをもって質疑を打ち切ります。 

         それでは、今後、報告の内容どおり、進めていくということ、

また、朝日ケ丘幼稚園については、次回の定例会で廃園条例に

ついてご審議いただくということでご異議ございませんでしょ

うか。 

              <異議なしの声> 

         御異議なしと認めます。以上、芦屋市立幼稚園・保育所のあ

り方に関する報告を受け、今後の方向を確認いたしました。 

        〈報告第７号採決。結果、承認（出席委員全員賛成）〉 

教 育 長 ）  閉会宣言 


